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教会旋法

グレゴリォ聖歌に,われる教会掟法は次の3種である

1準菫菫菫菫菫事事尋≡三≡零壽≡≡≡三三

2

フ

8

以 に● 8■のt法は 4「1の III■ 法とその各 の々変格■とからltっ てtヽ る  ■
=●
正■と変

■とは イ
`止

古上の 5■を中心にして ■として雄 f■がその上にこヽるがえるが その下にひろがる
■,の 計1,の |け題によってitめ られる  上記の話lnlに ある通 1 高い音域が正格 lTい音域が変格
である  なお t止吉とは 山が

“

止する音 属音は 近代の機能「■ttF.tに おける属古―i階第5青
と|ま ちがって ll t● の流llの 中心となる青で.‐ る

アンプロシウスの枚会掟法

トリア        DCHACFEO
フリギア         EDCHAGFO
リディア      FEDCHACO
ミキソリディア   GFEDCHA0

0印 ま率止音

クレゴリウスの教合護法

丼 I旋法 (工■)ト リア          D
第H掟法 (変嗜)ヒ ボトリア

第n旋法 (正■)フ リギア         ED
第Ⅳ旋

'(す
格)ヒ・・7'ギ

'
第V旋法 1■■),ディア       FED
第Ⅵ掟法 (少格}ヒ ポリディア

第Ⅶ旋rt(正■ )ミ キソリディア   CFED
第Ⅷ撻法 (′格)ヒ ポミキソリディア    D

CHAGFE◎
ACFE◎ C

C HttG F⑤
HAGF⑤ DC
CHAG①
CHAG① EDC
CHA◎
C II A◎ FED

HA

5
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神の御子は我らのために
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115.Gottes Sohn ist ■Ollllllell.(B A 39,N。 6b)
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